
【認識したオブジェクトの材質を AI で認識、材質に応じた音響効果を発生、特定】 

Varjo Technologies 

 

① 要約： 

フィンランドの VR/AR ヘッドセット製造会社である Varjo の発明について解説していま

す。Varjo の発明技術は、MR デバイスにおいて没入感を高めるために AI とマテリアルセ

グメンテーションを組み合わせており、ハイパースペクトルカメラを使用して物体の材質

を認識し、それに応じた特殊効果や音響効果を提供することができます。 

 

② 目的： 

この発明技術は、従来の MR デバイスでは限定的な情報しかキャプチャーできなかった材

質情報を取り込むことで、ユーザーの没入感を向上させることを目的としています。また、

材質情報を利用することで仮想空間内のオブジェクトの特性や音響効果を変えることも可

能となります。 

 

③ 新規性： 

この発明技術の新規性は、ハイパースペクトルカメラを使用して物体の材質を認識し、それ

に基づいて特殊効果や音響効果を提供する点にあります。従来の MR デバイスでは材質情

報を十分に取り込むことができず、ユーザーの没入感を高めることが難しかったため、この

技術は新たなレベルのユーザーエクスペリエンスを提供すると言えます。 

 

④ 独自性： 

この発明技術の独自性は、AI とマテリアルセグメンテーションを組み合わせることで、物

体の材質ごとに分類し、それに応じた特殊効果や音響効果を提供する点にあります。この独

自のアプローチにより、仮想空間内のオブジェクトの特性をリアルに再現することが可能

となります。 

 

⑤ 経済価値： 

この発明技術は、主に産業用途での活用が想定されています。医療分野では、手術や治療中

に患者の情報をリアルタイムで表示することができます。また、自動車開発においても、実

物の車を認識し、材質情報に基づいてシミュレーションを行うことができます。これらの応

用により、効率的な作業やプロトタイプ開発のコスト削減が可能となり、経済的な価値を提

供します。 

  


